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  林 木 の つ ぎ木 とそ の育 種 へ の応 用(N)
Metasequoiaと その近縁種属問のつぎ木植物か ら得た
花粉の機能について
     吉 川 勝 好 稲 森 幸 雄
 KaIsuyOshi YOSHIKAWA, Yukio INAMORI 
          The Grafting of Forest trees and its Application for Breeding (IV) 
          On  the  function of the  pollen from the grafted plants between Metase-
       quoia and its related species
                  緒     苗
 林木 のつぎ木 とその育種へ の応用の一環 と して,さ きに 吉川,村 上,稲 森(1959)は つ ぎ木がマ ツ
属花粉の形態 および発芽 におよぼす影k1,」iについて明 らかに した。本実験 はMetasequoiaと その近縁 種
属間のつぎ木植物か らとつた,つ ぎ木花粉 とそのつぎ穂親木花粉 を比較す るた めに,花 粉の形態,稔
牲 および発芽について調査 した。
                  材 料 お よ び方 法
 供試花粉は京都人学農学 部演 習林本 部試験地,上 賀茂育種 試験地および宝塚植物 園において,1959
年2月 ～3月 に開花 した次 の表 に しめす ものか ら採集 した。 なおMetasequoiaの 花粉 は,四 手井,
赤井が1958年7月 ～9月 の間に,3回 にわた り,500ppmの ジベ レ リンを撒布 して開花 した ものを
いただいた ものである。
 植 栽 場 所      台    木          つ  ぎ  穂      つぎ木年度
        I    l・榔 一 綱 朧 細 麟                        1
榔 瀬 地 肋5θ 盤 鑑 縄 惚 聡)Sequ°ia sempervirens Endl.(29生). 〃
                        Cryptomeria japonica D・Don・      〃                                   (3年生)
                                        l       r一
 上 賀茂 試験 地  Cryptomeria(約100年 生)
 本 部 試 験 地  Taxodium distichum Rich.(34年 生)
   "    Metasequoia*(さ し木4年 生)一
 註 ()内 はつぎ木当初の台木,つ ぎ穂親木および花粉採集時の成木とさし木苗の年令
 →←ジベレリン撒布によつて開花
開花期は種 によ りそれぞれ異 るので,花 粉は2月18日 ～2月25日 の間 に採 集し,実 験 に供 した。発
試験は寒天培養 法を用 いた。寒天1%,1糖7%,pH 7.5の 培養 基 として,【 自:径4.5cmの ペ トリ
2皿 に厚 さ1～2mmに な るよ うに寒天培養液を流 し込み,こ れを発芽 床 とした。花 粉はできるだけ
一 になるよ うに撒布 した。
 実 験は2月18日,2月25日,3月16日 の3回 にわた り,温 度27℃ で行 つた。花粉 置床後48時 間,
時 間,96時 間,120時 間および144時 間の5回 にわた り,花 粉の発芽率 と花粉管 の伸長を測定 した。
芽率 は培養基⊥,数 個所顕微鏡の視野を無 作為 に動か し,そ の視野内 に入つた花粉粒をすべて算定
る方法 によつた。花粉管の測定 も同様の方 法によ り,管 長 の最大,最 小 および全測定花粉管長の平
を求 めた。 この場合たんに乳頭状 突起 を生 じたのみでは発芽 と認 めず,明 らか に花粉管の形成 され
ものを発芽花粉 とした。花 粉の稔性 と大 きさは酢酸 カー ミンで染色 した ものについて測 り,花 粉のフ
きさは外膜までの直径 を測定 した。測定数 は150～500粒 であつた。
                  実 験 結 果
1)花 粉の大 き さおよび稔性
 a)成 木(15～29年 生)か らつ ぎ穂を とつた場合(Sequoia, Glyptostrobus)
 つ ぎ木花粉 とそのつ ぎ穂親木花粉の大 きさな らび に,花 粉稔性 を調査 した結果 は第1図,第1表
しめす通 りで ある。
 上述 の実験結果か らt検 定によ りMetasequoiaを 台 木 と して つ ぎ木 したGlyptostyobusお よi
Sequoiaの 花粉 粒の大 き さは,そ のつ ぎ穂親木のGlyptostrobusお よびSequoiaの 花粉 よ りも小さ
1%の 危険率で差が認め られた。 なお花粉粒 の大 きさは,つ ぎ木花 粉は,そ のつぎ穂親木花粉より
やや不揃であ る。 その他には著 しい花粉粒の形態の差異は認め られ なか つた。
 花 粉稔性 は第1表 に しめす ように,つ ぎ木花粉(94.51%～98.83%)ならびにそのつ ぎ穂親木花;
(98.25%～98.56%)と も良好であつた。
 b)若 木(3年 生)か らつ ぎ穂を とつた場合
 1952年 に播種 育成 したCryptomeriaの 実生樹 と,1954年 にその枝 をMetasequoiaの2年 生台木1
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                                     Table 1.  Size and fertility of pollen
                                                 1
                          .       .                1      .
                Draft combination     Size of pollen grain           Pollen fertility
・  Sc・・∴.…,・iN°.°fmoasure・:.Measur
value・ ・. i。N°.eas轟1長 ・1。。l l嚇・。,。。1
                                    i9「alnS I         gralnS             .山一..一..一.一.一 一..一...一...一...                                    「
                                                         μ          .    .   ゐ
              Cry伽 蜘Met・ ・equ・ZQ 350133・71士2・42讐:255:252 i 3 98・83               
Cont. Cryptomeria          350   1 33.27士2.87     342   !   336        6    1 98.25
                                                                                     .
               Cryptomeria(Kamigalno)ミ 350   33.96士2.21  159    157    2  . 98,74
              伽'。 、〃。bu、 Metasequ。is 350 36,05士2.87-`1〔i4.1551 g !94.51
                                             :            ;
・              Collt. Glyptostrobus     !   350   : 37,79:ヒ3.52     348   !   343   !    5    1  98.56
                                    .
{   Sequ°iaCont. MetasequSequoia °as i l:°0 33.75f136.2213:94*18.196229 189L17 i、l l 96.4394.7G
ご.                                                       .               I                      I
・                 1し7etaseguoia             I   350      27.69士3,48      170        ]61         9    2  94,71
                Tax°dium    i 350.29・22士2・42.260ミ2541 6 197・69
               * Significant at l ao level
                         Table 2. Size acid fertility of pollen (by respective individual)7
                Graft combination      Size of pollen a°TR111  1         Pollen fertility
            _一 一..........一.一 一 一 一..一 一 一 一.一...一 一 一...一 一..一 一一.1
                ・・・・・ ・… 一 ・糠dl Measurvalue・d.N°.°fmeasured.…m・I E・,・, N・・m・1
                                      9「alnS           .    gralnS      _一 一........ 一..一.一...-
               Sequ°ia Metasequ°ia 35(A-1)」…一・133・87・…4μ12・6 2・・ ミ597 qqJ51°
                 〃      〃 (A-4):  350  i33,09士2.29 ζ  224  .  216  .  8    96.44
                 〃      〃 (A.10:)   350  .34.28±2.68蔚   160    152     8     95.OO
               Crypt°meria Metasequ°ia(E 16)(E 20)35°35034.2°t233.22t2:舗zls2911215`189119899:6331                                             1                                                               .
               砦 Signi且callt at 1% level
4つ ぎ木 した個体の うち,1959年 に開花 した ものについて,両 者の花 粉 との間 におけ る形態的,生、、
な差異を比較検討 した。
 この実験結果か ら,t検 定 によりMetasequoiaを 台木 としてつぎ木 したCryptomeriaの 花粉の
き さは,つ ぎ穂親木 と同年令の実生対照木 よ りもやや大き く1%の 危険率で差が認め られた。なお
粉粒 の大 きさは,つ ぎ木花粉は対照木よ りもやや不揃 である。 その他 には著 しい花粉 粒の形態の差
は認 め られなかつた。 花粉稔性は第1表 に しめすよ うに,つ ぎ木花粉(98.83%)お よび対照木荘
(98,25%)と も良 好であつた。つ ぎに老令木(約100年 生つの スギとつ ぎ木の花 粉粒の ノくきさを員
す ると,前 者 は後者 よりもわずかに大きか つた。
 つ ぎにSequoiaお よびCryptomeriaの つ ぎ木 について,個 体別 に花粉の大 きさを調査 した結果
第2表,第2図 にしめす通 りであ る。
 Metasequoiaを 台木 と してSequoiaを つぎ木 した3個 体 は,同 一一親木か らとつた穂木をつぎ木し
に もかかわ らず,花 粉の 大きさに1%の 危険率で有意差を認めた。
 Metasequoiaを 台木 としてCryptomeriaを つぎ木 した2個 体 は,実 生樹か ら穂木を とつてつぎホ
た もので,E-16の 個体の花粉の大 きさは, E-21の 花 粉 よりも大き く,1%の 有意 差が認め られi
またE-16個 体 の花粉は対照木よ りも大きいよ うにみ られ た。
2)花 粉の発 芽 と花粉 管の伸長
 a)成 木(15～29年)か らつぎ穂 をとつた場合(Sequoia, Glyptostrobus)
 つ ぎ木花粉 とそのつぎ穂親木花粉 の発 芽率 および花 粉管の伸長を測定 した結果 は,第3表 に しめ
通 りであ る。
           Table 3. Germination percentage of pollen from grafted trees on agar medium
       _一一一 Time after setting     I     I           'i         、..一一.一....一.-          48 hours    72 hours  I  96 hours    120 hours  : 144 hours
Graft combination  -一 一一一____1,一 一.一 一
                                        1
     (seion)  (stock)      % 1    %.    %     %    一冨 
Cryptomeria    Metasequoia       25.34   . 69.58士3.57   72.12士0.31 ミ 90.53士0.11   91・36±0・・ 鮎
     Cont.  Crypto〃aeria          51,24    74.86士0.29   87.43」:0.47   91.09±:0.67 1 94.28±0・6雀
   Cryptomeria(Kamigamo)    49.70  73.19士1.23.87.65士1,27;92.12士1.01.95,03士0・81
  Glyptostrobus  Metasequoia     19.05  ミ 55.31±0.76旨 65.02士1.471 69.48±0.59,1 75.19士1・41
     Cont, Glyptostrobus          69,39    81.61士1.06   87.53士4.43   89.14士0.67   93.79士0・3:
Sequ。is  Metas,qu。is l 18.27138.60士0.9ゴ48.37士0.9560.18士0.9167.67士1・1;
                                                     I
     Cont・  Sequoia           :   31・57   i 51・57:ヒ1。25 ミ 60・31士1・26   70・39士1・04   73・10士1・4』.
         Metasequ°iaTaxodium  、1.57ミ 、。.、lt、.。 ii.°stl3"69.3211:°313°3181:34t2.36'197f1.12,、.、910.9'
                             I                    I
 花粉置床後24時 間では発芽はみられない。脱皮に要する時間は10～15分 であつた。花粉置床後48
間 でのつ ぎ木花粉の発 芽率 は18.27～19.05%で 、花粉管長 は25.05～28.25/L,そ の親木花粉 の発芽
は31.57～69.39%,花 粉管長は34.18～56.62μ で,前 者 は後者 よりも低い値を しめ した。
 花 粉置床後72～144時 間 までの花 粉の発芽率 は、つ ぎ木花粉の方がそのつ ぎ穂木花 粉よ りも低い
向を しめ した。 なおMetasequoia台 にSequoiaを ついだつぎ木花粉 は,他 のつぎ木花 粉および親
花粉 に較べて発芽率は低 かつた(Figs.1A,21,2K,2M,31,3K,3M,30,3Q,4G,41,4K
照)。
 花粉管の伸長は,花 粉置床後72時 間までは、つぎ木花粉がそのつぎ穂親木花粉よりも低い。し力
花粉 置床後96時 間の花 粉管長 においては,Metasequoiaを 台木 と してついだSequoiaの つ ぎ木花彩
そのつぎ穂親木花粉よ りも低いが,Glyptostrobusの つ ぎ木花粉 は,そ のつぎ穂親木花粉 よ りも4
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    良好であつた。Metasequoiaを 台 木 として ついだSequoiaの 花粉管長1ま,花 粉罵床後120時 間で測定
    した結 果,最 大管長 は118・4μ,最 小48・0μ,平 均 伸X81.t6ｵで,そ のつ ぎ穂親木の花粉管長は最
    大96・0μ ・最小51・2μ ・平均伸長76・3μ で前者は後者 よりもやや良 好のよ うであつた(第3図 参照)。
:   花粉置床後144時 聞の花 粉管長 も同様の傾1「1」を しめ した。 なお参考 までに行つたTaxodiumの 花 粉の
    発芽な らびに花粉管 の伸長 は良好であつた(第3表 および第4表 参照1),(Figs.1B.2J,21」,2N,
    3J,3L,3N,3P,3R,4H,4T,41」,参照)。
9   .b)若 木(3'1!1:)か らつ ぎ穂を とつた場 合
1・    第3,4表,第3図に しめす ように,花 粉 置床後96時 間 におけ るCryptomeriaの つ ぎ木花 粉の発
    芽率は72.120,花 粉管長64.18μ で対照木花 粉の発 芽率は87.43°0,花 粉 管長90.86μ とな り,前
    者は後者 よ りも低い傾向がみ られた(Figs.2A～2B,2E～2F,2U～2H参照)。
     花粉 置床後120～144時 聞 までの花 粉の発.牙率は,つ ぎ木花粉で は対照木花 粉 よりも低かつた、花 粉
    管の伸長 は花粉置床後96時 聞 までは,つ ぎ木花 粉は対照木花粉 よ りも悪かつたが,し か しこれとは反
                     Table 4. Growth rats of pollen tube on agar medium
-一 …     Timc after setting
                              48 hours    72 hours  i  g6 hours  5 120 hours  ミ 144 hours
[}raft combination
    (sci・n) (st・・k)     。    μ    。.   μ1   μ.C
yypt°meyia Metas・qu・TQ 31.14士3・9950・77士5.2364・18士7・751110・99±6・01124.50士20・27
       C・…Cryptomeria I54・62士3・62:6° ・°6士・2・°7!9° ・86士・5.7611°1・59士15・77i 113・°3士23・47
   Cryptomeria (Kalniganlo)   54.90士 5.24 62.73士 7.84  91.13±10.79  102.08士13.781114.06士16.85                                                                               .
 Glyptostrobus   Metasequoia   i 28.25士 5.58 55,84士25.44 174.06士11,74   83.37士 6.36  9」.59:ヒ10,81
       eont. Glyptostrobus    I56. fit士11.651 fi4.89:1-14.90  65.90ゴ:10.42   72.75士 9.85  94.67士 9.53
                                        !
 Sequoia       Metase(7uoia   25,05土:4,52 60.79士 6.69  67,61士 9.71   81.76士14,71  87.57士14.87                                                                               .
       Cont。 Sequoia         I34.18:ヒ 6.02 61.60士 3.37  73.31± 8.97 「 76.30:X10.77  79.52士11.77
        Metaseguoia    -   - 140.21士8.59146.36士4,5・! 一一
                                                                  .
         Taxodium           I59.05士 4.92 86.28士27.60  96,51士12.25  106.85士19.47 124,10士19.50
s    Table 5. Germination percentage of pollen from grafted trees on agar medium in respective
           individual
～ ～ ～  T'me血 ・settingi
・8㎞ 皿,,72㎞ ㎜}96㎞ ㎜1・2・hours・44・ 。uぜ
Graft combination       -一一一一I    i      I
                                                                           
     (scion)      (stock)         1     %   ミ       %        %        %        l
Crypt°meria鞭 纐 器 25.34輔 ‡翻:1認 縄:°2f°
1110:323091.8590.84圭1::l
      Sequ°ia鞭 卿 翻 18.271 3937:翻:s°40雛1:揖1鑑1:礁 職                                                                           露
         Table 6. Growth rate of pollen tube on agar medium in respective individual
-- Timeaftersetting '
Graftcombination-一一48hours一 ミ96姻 一1-
    (sci・n)(・ …k)  1  。!  。ミ  ・:  ・ミ  '
Crypt・m・ ・is Me彦 … 卿 ・(E-16)30.34士3.29151.44士4.7866.33士7.4g l 1・2. 4士6.11巨27・34±19.2];
"
, //eguoia Metasequoi。・紐 隅:93f46614:685°.1°t5.671639161.34t6.37i 68:29f 813f10:°11°9.64f 502 i 82.49114:1齢購
      "  " (A-10)125。43f4.・2ミ60,23士7.0067.09士9.39ミ8・,03士・5.13'86.81士14.7'T
                                   .
対 に花粉置床後120時 間後 の花粉管 の伸長 は,つ ぎ木花粉 の方が対照木花粉 よ りもやや良好のようli
み られ た。た とえば,第3図 に しめす如 く花粉 置床後120時 間の花粉管伸長 につ いてみ ると,つ ぎ木:.
粉 の最 大伸長は153.6μ,最 小57.6μ,平 均伸長110.99/Lで,対 照木花粉の最大伸長は137,sw,最
60.8μ,平 均伸長101.59μ とな り,前 者は後 者 よりも伸長 度は高かつ た。 またつ ぎ木花粉 と,約11
年生 の老令木Cryptomeriaと の花 粉の発芽 率および花粉管長を比較 してみ ると,前 者 は後者 よりi
いずれ もやや高 い値を しめ したが,花 粉置床後120時 間以後の花 粉管長 は前者がやや低 くなつてい
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、   (Figs・3A～3B,3C～3D,3E～3F,3G～3H参照)。
 .   次 につ ぎ木個体別の花 粉の発芽 率および花粉管の伸長 を測定 した結果は,第5,6表,第4図 に し
     めすよ うであ る。
1    っ ぎ木個体別によ るつ ぎ木花粉 とそのつ ぎ穂親木花粉 な らびに成 木花粉 の発芽率 および花粉管の伸
     長は,測 定各時間 と も個体 によつてわずか にことな るが,大 きい差はみ られ なかつた(Figs.3M～
     3N,30～3P,3Q～3R,4A～4B,4C～4D,4E～4F参照)。
      ジベ レ リン撒布 によつて開花 したMetasequoiaの 花 粉 について,花 粉の 大 きさ,花 粉の発芽率 お
     よび花粉管伸長 を測定 した結果 は,第1表,第1図 に しめすよ う に,花 粉粒 の大 きさは27.69μ ±
     3.48で あつ た。 その他,花 粉粒の形態に異常 はみ られ なかつ た。 また その花粉稔性は良好であつた。
:
1    第3,4表 に しめすよ うに,花 粉の発芽 率および花粉管 の伸長 は,花 粉の採集量が少なかつたため
     に,花 粉置床後96時 間および120時 間 のみ測定 した。花粉の発芽率お よび花 粉管長は非常に低 い値 を
     しめ した。 例 えば花粉置床後120時 間における花粉管長 をみると,最 大伸長は57.6μ,最 小35.2μ
    ・平均伸長46.0μ で他のいず れの花粉 よ りも低 い傾 向がみ られた(第4図 参照)。
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,吉 川(1958)はMetasequoia台にSequoiaを ついだつ ぎ
二   木花粉は,そ のつぎ穂親木花粉 よ りも僅か に小 さかつた と報告 し,ま たマ ツ属のつぎ木花 粉の大 きさ
1   について吉川,村 上,稲 森(1959)はP.densifloraとP. Thunbergiiを 台木 と してP. Bungeanaほ
1   か数種 をついだつ ぎ木花粉 は,そ のつ ぎ穂親 木花 粉な らびにつぎ木 と同年令 の実生樹か らとつた花 粉
     よりも,幾 分小 さい傾向がみ られた と述べてい る。
     本実験 において も成木(15～29年)か らつぎ穂 を とつ て つ い だ,Glyptostrobusお よびSequoia
     のつぎ木花粉の 大きさはつぎ穂親木花 粉よ りも僅か に小 さい傾向 が み られ た。 しか しCryptomeria
     はつぎ木当初3年 生の実生 樹か ら穂木をとつてつ いだ ものであるが,そ れ と同 じ年令の実生樹(対 照
    木)と 比較す ると,つ ぎ木花 粉の大き さは,つ ぎ木個体 によつて異な り,対 照木 よりも大きい個体 も
    み られた。 これ らの相違 はつぎ穂親木が異 なることと,つ ぎ木の個体 差によ るもの と思 われる。 なお
    接着部の癒合状態の良 否によ る栄 養な らびに生育条件の ちがいな どが関 与して生 じた もの と思 われ る
    ので,今 後なお検 討す る必要が ある。
     上野(1951)が スギ科植物 につ いて,花 粉の大 きさをゲ ンチアナバイオ レッ トで染色 し,グ リセ リ
     ンで封 じた ものについて測定 した結 果は,Glyptostyobus(37.79±3.521-), Sequoia(36.22±3.18μ)
    およびCryptomeria(33.27±2.87μ)で,本実験 の測定値 よ りもやや 大きい ようであつた。
     四手井,赤 井,市 河(1959)が500ppmのジベ レ リン撒布 によつ て開花 したMetasequoiaに つ い
    て,花 粉の大き さを グ リセ リンで封入 した後 測定 した結果は24～34μ であ つ た。 本実験 に用いた
    Metasequoiaも 上記 と同じ くジベ レ リン撒布 によつて開花 した もので,花 粉の大 きさを酢酸 カー ミン
    で染色 したもの について測定 した結果,27,69±3..・ の値を しめ したが,四 手井 らの測定結果 よ り
     もやや大 きい ようであつた。
     スギ科植物の花 粉の発芽 試験 の報 告はマツ属 に くらべて少 ない。 岩川,千 葉,渡 辺(1951)の スギ
    の発芽試験の結果 によれば22～27℃ で最良 の結果を しめ し,花 粉置床後96時 間で殆んど最大 の発芽率
    に達 した。 上野(未 発表)はCryptomeria, Glyptostrobus, Sequoiaお よびTaxodiumに ついて,寒
    天1°o,pH 7.5,培 養温度25°Cで,蕪 糖濃度をおのおのかえて発芽試験 を行つ た結果 は,庶 糖濃度
     5～15%でCryptomeriaは最大発芽率80～95%, Glyptostrobusは 最大発芽率80～95%を しめ し,薦
    糖濃度5%でSequoiaは60～90%, Taxodiumは60～90%の 発芽率 を しめ した。本実験 に用いたつ
8ぎ穂親木 のGlyptostrobus, Sequoiaお よび つ ぎ 木 と 同年令 のCryptomeriaの 花粉 の最大発芽率
73.10～94.28%で 上野の発芽試験 の結果 と比較 して大差 はなかつた。
 本実験 に用 いたMetasequoiaの 花粉 はジベ レリンの500 ppm撒 布に よつて開花 した ものである:
いままで にその発芽についての報 告はみ られ ない。 しか し四手井,赤 井,市 河(1959)は スギのジ、
レ リン撒布 によつて開花 した花粉につし)て発芽試験 を した結果 によれば,50ppm撒 布区に開花 レ
花粉 の発芽率 は,対 照区お よび500PPm区 よ り良好 のよ うで あつた。 また500 PPm区 は花粉管一
伸長 が とま り異常形の ものがみ られた と述べ ている。
 また橋詰(1959)は8年 生の妙見 スギにおいて,ジ ベ レリン処理 によつて開花 した花 粉の発芽率
ジベ レ リン区 の方がやや よいが大差はなかつた と報告 して いる。
 本実験 にお ける,Metasequoiaの 花粉 の発 芽率および花粉管の伸長は低い値を しめ し,ま た花粉
の伸長 に異常形の もの もみ られた。 この ことは花粉 の未熟,採 集時の状態,お よび花 粉採集量の少}
かつ たことが原因 したのか,あ るいはジベ レ リンの直接の影響 によ るものか否かについては今後再:
験 を試 みたい。                                     ,:
 マツ属のつ ぎ木花粉の発芽においては,一 般 につぎ木花粉 な らび にそのつ ぎ穂親木花粉 とも,れ ・,
の発 芽率および花 粉管伸長には大差が なかつた。 しか しMetasequoiaと 近縁種属間の つ ぎ木花粉
発芽率 は,そ のつ ぎ穂親木花粉な らびに対照木花粉 よ りもやや低い傾向がみ られた。 この ことは台
と穂 木の組合せが種間か属間かのちがいによ る生理 的な影響 によるものか,そ の原因を明 らか にす
こ とは困難で ある。 この よ うな種属間のつ ぎ木が生殖 生長 におよぼす影 響については,今 後 も引1
き実験 を試み たい。 しか し台木 とつ ぎ穂間の成分的変化 について は,肥 田(1958)に よれば,Met}
sequoiaにSequoiadendron, Sequoia, Cryptomeriaを ついだもので は,ど の場合 もつ ぎ木 しないもI l
よ り紅葉現象 がいちぢ る しく,ま たつがれた ものの含 有す るア ン トシアニジ ンの種類 は,台 木 によく
て変 化 していなかつた と報 告してい る。




 以上本実験の結果か ら,一 般につぎ木花粉の発芽率および花粉管の伸長は,そ のつぎ穂親木花粉
らびに対照木花粉にくらべて大差なく,良 好のようにみられた。 したがつて将来育種を行う場合の・
料として,重 要な目安になると思われる。
                   摘     要              貫
 本実験はMetasequoiaと その近縁種属間植物のつぎ木 したものからとつた,つ ぎ木花粉とその:
ぎ穂親木花粉ならびに,つ ぎ木と同年令の実生樹(対 照木)か らとつた花粉の形態と花粉発芽のt
いを検討するために行われた。                           ζ
1.供 試花粉は,次 のつぎ木樹種 とそのつぎ穂親木ならびにその対照木から採集 した。
  a)2年 生のMetasequoiaを 台木として, Glyptostrobus(約15年 生)とSequoia(29年 生)U,
木 よ りつぎ穂 を とり1954年 につ いだ もの。
  b)2年 生のMetasequoiaを 台 木 として, Cryptomeria 3年 生の実生苗か らつ ぎ穂を とり1954
につ いだもの。
  c)500ppmの ジベ レリンを撒 布 して開花 したMetasequoia
2. 成木(15～29年 生)か らつぎ穂 を とつて ついだSequoia, Glyptostrobusの つ ぎ木花粉の大きさ
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     そのつぎ穂親木花粉にくらべて幾分小さい傾向がみられた。またつぎ木個体間においては有意差がみ
     られた。酢酸 カー ミンによる花粉稔性は両者とも良好であつた。
葦   3.Sequoia, Glyptostrobusの つぎ木花粉の発芽率 は,そ のつぎ穂親木花粉よりも幾分低い傾向を し
     めしたが,花 粉管の伸長には花粉置床後96時 間までは,両 者のあいだに顕著な差異はみとめられなか
     った。花粉置床後120時 間からはつぎ木花粉の方が,そ のつぎ穂親木花粉よりもやや良好のようであ
馨(だ)    った。
1、  4。Cryptomeriaの若 木(3年 生)か ら つ ぎ 穂 を とつ て つ い だ つ ぎ 木 花 粉 の 大 き さ は,平 均 に お い て
1、  は対 照 木 花 粉 よ り も わ ず か に 大 き い 傾 向 が み られ,ま た つ ぎ 木 個 体 間 に 有 意 差 が 認 め ら れ た 。 な お 約
1ミ  100年 生 の 成 木 花 粉 と つ ぎ 木 花 粉 のkき さ を 比 較 して み る と,後 者 は 前 者 よ り も わ ず か に 小 さ い よ う
1   に み られ た 。 酢 酸 カ ー ミ ン 染 色 に よ る花 粉 稔 性 は 両 者 と も良 好 で あ つ た 。 花 粉 の 発 芽 率 に つ い て は つ
1   ぎ木 花 粉 は つ ぎ 穂 親 木 と 同 年 令 の 対 照 木 花 粉 よ り も,幾 分 低 い 傾 向 を しめ し た が 大 差 は な か つ た 。 ま
塁(ぬ)   た 花 粉 管 の 伸 長 は 花 粉 置 床 後96時 間 ま で は つ ぎ 木 花 粉 は 対 照 木 花 粉 よ り も 低 か つ た が,置 床 後120時
!ヒ  間 か ら は つ ぎ 木 花 粉 の 方 が 対 照 木 花 粉 よ り も や や 良 好 の よ う に み られ た 。 ま た 花 粉 の 発 芽 率 お よ び 花
     粉 管 の 伸 長 は つ ぎ 木 個 体 に よ りわ ず か に 異 な つ て い た 。
1、.  5.Metasequoiaの花 粉 は ジ ベ レ リ ン500 ppmの 撒 布 に よ つ て 開 花 した も の で あ る。 花 粉 の 大 き さ
     は 酢 酸 カ ー ミ ン染 色 に よ り測 定 し た 結 果 は27.69μ ±3.48で あ つ た 。 花 粉 稔 性 は 良 好 で あ つ た 。 花 粉
1   の発 芽 率 お よ び 花 粉 管 の 伸 長 は 非 常 に低 い 値 を し め し,ま た 異 常 形 の も の が み ら れ た 。
     6.一 般 に つ ぎ 木 花 粉 は そ の つ ぎ 穂 親 木 花 粉 な ら び に 対 照 木 花 粉 と 同 様 に,花 粉 の 発 芽 率 お よ び 花 粉
     管 の 伸 長 は 良 好 で あ つ た か ら,交 雑 用 の 花 粉 と し て 使 用 す る こ とが で き る と 考 え られ る 。
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Résumé
   1. The present work was carried out to examine the morphological and functional characters of  th 
pollen which were taken from the grafted plants between Metasequoia and its related species plants.  I 
1954, Cryptomeria (3 years old), Glyptostrobus  (ca. 15 years old) and Sequoia (29 years old) were grafte 
on Metasequoia (2 years old)  ; in 1959, the pollens of these trees and the mother trees were collected a 
materials, and the were used immediatly in the experiment. 
   2. The pollens of these grafted plants seemed to have a tendency of being a little smaller in size tha 
those of the mother plants, but with regard to the fertility, i. e. the percentage of well-stained polle 
grains with aceto-carmine, both showed similary good results. 
   3. The germination test of these pollens were undertaken by using sucrose-agar medium (agar 1% 
sucrose 7% and pH 7. 5). 
   4. In the pollen of the grafted plants, The germination percentage showed a little smaller tha 
those of the mother plants. The growth of pollen tubes was not remarkable between both trees  unt 
96 hours after setting of the pollen, but on the contrary, the growth of pollen tubes seemed to be  bat( 
than those of the mother plants from 120 hours after setting of the pollen grains. 
   5. In grafted Cryptomeria, the size of pollen grains was different between individuals that  well 
grafted and between those individuals which were recognized  signficance at 1 % level. Morever,  the) 
seemed to be a little smaller in size compared with the matured tree  (ca. 100 years old). The fertility 
of pollen was good. 
   6. In the pollen of the grafted plants, the germination percentage was considerably lower than  th! 
control. The growth of pollen tubes seemed to be lower than those of the control until 96 hours  after 
setting of pollen grains, but on the contrary, the growth of pollen tubes seemed to be better than  thoSi 
of the mother plants from 120 hours after setting of pollen grains. 
   7. Metasequoia which were used as stock, flowered by spraying with gibberellin at 500 ppm.  Tiu 
size of pollen grains stained with  acetocarmin was 27. 69  g±3. 48. The fertility of pollen was good. 
   The germination percentage of pollen grains and the growth of pollen tubes was very low.  Th4 
abnormal form seemed to be in the growth of pollen tubes. 
   8. The results which were mentioned above lead to the conclusion that the pollens from the  graftei 
plants between Metasequoia and its related species plants have a possibility to be used for breeding.






